
　
　
「
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
寸
－
。
応
す
る
Ａ
Ｍ
Ｊ
Ａ
の
活
動
は
殷
・
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
が
参
加
し
か
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
・
。
一

大
量
虐
殺
な
ど
が
鞍
道
ざ
れ
で
立
二
九
八
四
年
」
以
来
ド
今
丁
こ
と
で
ル
ワ
ン
ダ
救
援
で
は
一
湾
よ
一
宅
さ
ん
は
、
ル
フ
ン
ダ
北
豚

世
界
的
な
注
目
を
集
め
た
内
戦
年
で
十
二
年
に
及
ぶ
。
そ
の
中
岸
戦
争
（
一
九
九
一
年
）
前
後
の
の
ガ
ラ
マ
と
い
う
町
の
病
院
を
最

の
発
生
は
一
九
九
回
年
四
月
。
で
、
ル
ワ
ン
ダ
救
援
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
よ
う
な
日
本
へ
の
国
際
的
批
判
が
‘
初
の
活
動
場
所
と
決
定
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

難
民
が
多
数
な
だ
れ
こ
ん
だ
隣
Ａ
の
海
外
援
助
の
一
つ
の
涙
出
な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
」
と
菅
Ａ
は
病
院
の
再
建
や
ル
ワ
ン
ダ
難

国
・
ザ
イ
ー
ル
で
は
コ
レ
ラ
な
占
ｙ
で
あ
る
。
同
時
に
、
発
展
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
指
摘
す
民
が
大
量
に
流
れ
込
ん
だ
隣
国
ザ

ど
に
よ
り
、
一
日
二
千
迫
千

人
の
遺
体
が
道
路
わ
き
な
ど
に

並
ぶ
事
態
に
陥
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
中
部
に
位
置
す
る

ル
ワ
ン
ダ
。
岡
山
と
は
縁
も
ゆ

か
り
も
な
い
異
国
の
人
た
ち
の

た
め
、
一
ヵ
月
後
、
い
ち
早
く

医
療
救
援
活
動
に
駆
け
付
け
た

の
が
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
前
ル

ワ
ン
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長

で
医
師
五
宅
和
久
さ
ん
（
Ｊ
）
＝

岡
山
市
万
改
題
町
。
も
ち
ろ
ん
、

途
上
国
へ
の
援
助
な
ど
で
「
金
る
。

だ
け
出
し
て
『
顔
』
が
見
え
な
　
　
「
日
本
は
国

い
」
と
い
わ
れ
、
欧
米
の
。
専
運
に
多
額
の
責

売
特
許
゛
だ
っ
た
人
道
援
助
に
、

　
「
日
本
の
顔
」
を
み
せ
た
と
い

え
る
。

　
三
宅
さ
ん
は
福
岡
市
出
身
。

岡
山
大
医
学
部
卒
業
後
、
京
都

鄙
宿
願
霞

金
を
出
し
て
い

る
が
、
そ
の
金

が
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
多
く
流
れ

る
。
そ
れ
で
日

本
人
は
『
何
も

し
て
い
な
い
』

と
中
傷
さ
れ
た

の
で
は
悔
し

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
府
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、
Ａ
い
。
欧
米
の
Ｎ
．
、
、
。
。
。
…
…
…
…

と
し
て
は
初
の
現
地
入
り
だ
っ
　
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
が
あ
る
菅
波
内
科
Ｇ
Ｏ
に
負
け
な

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
院
（
岡
山
市
檜
津
）
の
医
師
い
ほ
ど
の
活
動

　
「
現
地
の
医
師
が
逃
げ
出
し
、
に
な
っ
た
。
「
海
外
で
働
き
た
を
展
開
し
た

薬
や
機
器
も
持
ち
出
さ
れ
た
病
い
」
と
の
気
持
ち
か
ら
医
療
救
い
」
。
さ
ま
ざ

院
。
患
者
だ
ち
は
、
ま
と
も
な
援
活
動
に
の
め
り
込
ん
だ
。
　
ま
な
困
難
な
状
　
　
。
。

治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
放
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
い
て
、
常
況
の
中
で
活
動

置
さ
れ
て
い
た
」
。
Ｅ
宅
さ
ん
に
緊
急
救
援
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
三
宅
さ
ん
　
。

は
目
の
当
た
り
に
し
た
惨
状
を
す
る
。
ル
ワ
ン
ダ
以
後
も
昨
年
、
の
実
感
だ
。
　
　
i

r1
Z
I
"
i
“
i
i
F
g
l
l
g

振
り
返
る
。
　
　
　
　
　
　
・
ロ
シ
ア
・
チ
ェ
チ
ェ
ン
内
戦
、
　
　
■
プ
ロ
　
…
…
…

　
■
量
　
前
　
線
　
同
・
サ
ハ
リ
ン
地
震
、
イ
ン
ド
　
　
　
　
　
　
…
…
‥

　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
地
震
と
、
　
意
識
　
　
　
　
…
…

　
内
戦
、
大
地
震
Ｅ
。
難
民
や
い
ず
れ
も
第
一
陣
と
し
て
現
地
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
…
…
…
…

災
害
な
ど
み
発
生
に
機
敏
に
対
入
り
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
ル
ワ
ン
ダ
か
ら

一
一
…
…
〃
’
・
・
・
・
‥
一
。
”
。

　
イ
ー
ル
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
診
。
ス
）
な
ど
欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
、
活

Ｉ
“
　
一
ｌ
　
　
ｓ
Ｉ
　
　
』
　
■
　
　
　
一
　
ｌ
　
ｊ
　
　
　
｀
　
・
　
　
　
　
￥

療
所
運
営
な
ど
の
医
療
活
動
を
展
／
動
の
「
陣
取
り
合
戦
」
が
し
烈

開
し
た
。
　

｀

　
　
「
医
療
援
助
で
も
激
し
い
競
争

が
あ
る
」
と
三
宅
さ
ん
は
い
う
。

　
「
国
境
な
き
医
師
団
」
　
（
フ
ラ
ン

内戦で傷ついた患者を診察するΞ宅さん＝1994年５月、アフリ

カ心レワンダ北部の病院

だ
。

　
三
宅
さ
ん
が
ル
ワ
ン
ダ
に
駆

け
付
け
た
時
、
戦
闘
地
域
で
な

い
安
全
な
場
所
は
既
に
、
欧
米

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
押
さ
え
て
い
た
。

現
地
の
統
治
担
当
者
と
活
動
場

所
を
求
め
て
交
渉
し
た
が
、
難

航
。
ガ
ラ
マ
の
病
院
に
た
ど
り

着
い
た
の
は
、
日
本
を
出
て
九

日
目
に
も
な
っ
て
い
た
。

　
「
援
助
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

活
動
場
所
を
用
意
し
て
歓
迎
し

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
。
仕
事

．
こ
の
連
載
は
読
者
と
と
も

に
地
域
づ
ぐ
り
を
考
え
る
企
ト
圓

画
で
す
。
山
陽
新
聞
社
「
『
く

に
』
づ
く
り
熟
き
人
々
」

取
材
班
（
電
話
０
８
６
－
２

４
４
－
６
７
７
９
、
フ
ァ
ク

ス
０
８
６
－
２
４
４
１
４
９

２
３
）
ま
で
、
ご
意
見
二
」

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

百
人
に
上
る
。
現
在
も
十
九
カ

国
で
約
六
十
人
の
医
師
や
看
護

婦
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
連

絡
調
整
役
）
ら
が
活
動
し
て
い

る
。

　
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う

を
取
っ
て
く
る
営
業
活
動
と
　
「
特
殊
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と

同
じ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
理
念

好
き
に
は
休
め
な
い
し
、
ま
さ
は
「
市
民
レ
ベ
ル
、
日
常
レ
ベ

に
プ
ロ
意
識
が
必
要
だ
」
と
い
ル
の
相
互
扶
助
思
想
」
と
三
宅

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
は
強
調
す
る
。
「
簡
単
に

　
複
雑
な
国
際
情
勢
の
中
で
、
言
う
と
『
困
っ
た
時
は
お
互

現
地
の
地
域
社
会
に
入
り
込
み
い
さ
ま
』
と
い
う
こ
と
」
で
あ

要
望
を
と
ら
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
る
。

’
活
動
を
展
開
で
き
る
の
も
、
Ｎ
　
経
済
的
に
豊
か
で
な
く
て
も

Ｇ
Ｏ
な
ら
で
は
だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
人
的
な
協
力
は
可
能
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

は
こ
れ
ま
で
に
、
阪
神
大
震
災
Ａ
で
は
援
助
を
受
け
て
い
る
国

を
含
め
、
ア
ジ
哭
ア
フ
リ
カ
、
の
医
師
ら
も
、
逆
に
ア
フ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
。
ッ
パ
な
ど
計
三
十
カ
国
な
ど
へ
救
援
に
駆
け
付
け
る
。

ｊ
で
、
六
十
一
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
「
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、

を
実
施
‥
名
実
と
も
に
「
日
本
国
籍
を
超
え
た
仲
間
意
識
が
で

の
顔
」
と
し
て
、
。
。
巣
た
す
役
割
き
る
。
そ
れ
が
日
本
、
ひ
い
て

は
大
き
く
な
っ
’
て
い
る
。
　
’
は
岡
山
に
返
っ
て
く
る
」
と
い

　
■
市
民
レ
ペ
レ
　
う
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
三
宅
さ
ん
が
世
界
ヘ
ア
ピ
ー

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
金
員
は
、
医
師
ル
し
て
い
る
の
は
、
「
岡
山
発
」

な
ど
医
療
関
係
者
や
一
般
市
民
の
国
際
理
解
の
思
い
で
も
あ

で
国
内
約
千
人
、
海
外
は
約
二
る
。
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